










































Let’s Study Archival Science: From a Graduate













































 月 火 水 木 金 土
 1      アーカイブズ学理論
 9:00 -10:30      研究Ⅲ［海外文献研究］
       （保坂）
 2      アーカイブズ・マネジメント論
 10:40 -12:10      演習Ⅱ［情報処理論］
       （入澤・牟田）
 3      アーカイブズ学演習
 13:00 -14:30       （安藤・保坂）
 4   アーカイブズ学理論   アーカイブズ実習
 14:40 -16:10   研究Ⅱ［アーカイブズ史］    （安藤・保坂）
    （安藤）
 5 アーカイブズ・マネジメント論 アーカイブズ・マネジメント論 アーカイブズ・マネジメント論 記録史料学研究Ⅲ
 16:20 -17:50 演習Ⅰ［整理記述論］ 研究Ⅲ［保存論］ 研究Ⅱ［レコマネ論］  ［東アジア記録］
  （大友・加藤）  （安江）  （高山・古賀）  （武内）
 6 アーカイブズ・マネジメント論 記録史料学研究Ⅱ  アーカイブズ学理論
 18:00 -19:30 研究Ⅰ［管理論］  ［近現代記録］（前）  研究Ⅰ［基礎理論研究］
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織ではなく知識・技術を大学や企業等へ提供するビジネス
である、ということに特徴があります。ですので、親組織のアー
カイブズのアーキビストならではのやりがいや課題等を私は
共感することは難しいですが、お客様を通して色 な々案件に
携われることと、ヒト・モノ・カネの管理を徹底的に訓練できる
ことにやりがいを感じています。
6─入試説明会での質疑応答
2012年10月の入試説明会で講演させていただいた時に多
く寄せられた質問は、「どんなところに就職できるのか」というこ
とでした。今では日本アーカイブズ学会登録アーキビストの
資格制度ができたものの、就職口という受け皿が非常に少な
いと思います。この質問に対する私の答えは、「アーカイブズ
学専攻に在籍していれば情報収集が多くできるし、相応の
就職口の話もいくつかあるでしょう。しかし、正社員・正職員にな
りたければ公務員試験の行政職を受験するか、民間企業
の総務課や広報課に勤務するという方法がより着実な道か
もしれません。アーキビストとしての職は得られなくとも、学んだ
ことを活かせる可能性があります。」とさせていただきました。
7─入学を志す方へ：ささやかなメッセージ
これを読んで、アーカイブズ学専攻への入学をためらってしま
う方がいるかもしれません。アーカイブズ学そのものを即実践
に応用するには一定の訓練が必要ですが、アーカイブズ学
をきちんと学ばなくては出来ない仕事があります。
　私が、数多くのお客様に向けてアーカイブズのビジネスを
行っている中で気づいたことは、専門的に学んだことを応用
するのと、そうでないのとでは、成果がまったく違ってくる、とい
うことです。この点がアーキビストの「プロ」の「プロ」たるゆえ
んだと思っています。
　例えば、お客様から資料整理のご依頼があったとします。
そのご依頼内容は室内全体を対象とした資料整理ではな
く、棚にある一部の資料だけが対象だとします。そうした場
合、資料の整理をすぐに開始するのではなく、まず室内全体
の資料について事前に調べ、全体の中での対象資料の位
置づけをお客様にお伝えします。その上で、ご依頼の対象で
ある資料について一つ一つを調べ、整理の段階ごとの工程
を作成し、目録を1点単位でリスト化する必要があるのか、ま
とまり単位でリスト化したほうが良いのか、あるいは対象資料
の前後にあるものとの関わりからもう少し整理の対象を広げ
た方が良いか、というようなことを含めて、改めてお客様とご相
談をします。お客様としては、ただ「整理」をしてくれればそれ
でよい、と思っていたのに、整理という過程に段階や奥深さが
あることを知り、初めてお客様ご自身の資料に対する関心を
持つ機会となる事例が、多く見受けられます。また、その場限
りの整理で終わることなく、お客様にどのように継続して維持・
管理してもらえるかを模索し、体現することができます。
　このようなことができる秘訣は、調査・ヒアリング等を行うことを
通して、「一部分の資料」から室内の保存環境や資料構造、
お客様も気づいていない課題等がダイナミックなイメージとして
見えてくることに内在しています。このことは、アーカイブズの原理・
原則を体系的に学んだこと、大学院で専門機関を数多く見て
回ったこと、様 な々方 と々多く交わした議論などによって、現状と
未来にあるべき姿を予測できる「技」を学んだゆえであることに
尽きます。社会と密接に関わって存在するこの学問には、あらゆ
る仕事の局面において「使える」多様性があると思うからです。
　是非、アーカイブズ学を学んでみて下さい。あなたの視野
は確実に広がりますよ。
1─この講演は2012年10月20日（土）に開催された、入試説明会に伴う
講演会「働きながらアーカイブズ学を学びませんか？─在学生・修了生の
声」の記録である。2009年度に博士前期課程を修了。
2─森本氏はその後、アーカイブズ学専攻の初代助教として2009年度─
2012年度の期間、本専攻に在職されました。
3─史料館所蔵史料目録第78集（国文学研究資料館史料館、2004年3月）
4─国立公文書館の各種研修ページ：http://www.archives.go.jp/
about/activity/conference.html
5─ 例えば、2008年10月、外国招聘研究者として約1週間滞在された
David Gracy先生（テキサス大学オースチン校情報学アーカイブズ学教授）など
の先生方と交流できました。
アーカイブズ学
他の職業 プロとしてのアーキビスト
社会貢献
報告｜自分スタイルの学生生活｜小根山美鈴
図─多様性あるアーカイブズ学のイメージ
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